
▼
４
・
18
日
＝
暮
ら
し
の
お
悩
み
無

料
法
務
相
談
会（
午
前
10
時
30
分
／

シ
ー
モ
ー
ル
１
階
／
☎
250－５
１
６
２
）

▼
４
・
14
・
18
・
21
・
23
日
＝
聞
く

だ
け
で
も
楽
し
め
る「
読
書
ソ
ム
リ
エ－

持
ち
寄
り
本
の
集
い
」（
午
後
１
時
30

分
／
４
日
…
川
中
公
民
館
、
14
日
…

彦
島
図
書
館
、
18
日
…
中
央
図
書
館
、

21
日
…
勝
山
公
民
館
、
23
日
…
小
月

公
民
館
／
無
料
／
☎
090－

６
８
４
８－

６
６
８
０
）

▼
７
日
＝
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相

談
会（
午
前
９
時
30
分
／
勝
山
公
民

館
／
☎
080－

１
９
３
７－

５
６
７
１
）

▼
８
・
22
日
＝
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡
施
設
見
学
会（
午
後
１
時
30
分

／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡
／
無
料

／
☎
093－

�641－

６
９
０
９
）

▼
９
日
＝
無
料
年
金
相
談（
午
後
１
時

／
長
府
公
民
館
／
☎
090－

１
３
３
９－

４
７
９
１
）

▼
12
日
＝
し
も
の
せ
き
環
境
み
ら
い

館
の
催
し（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
…

午
前
８
時
～
午
後
１
時
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
は
が
き
作
り
な
ど
…
午
前
10
時

／
無
料〈
一
部
有
料
〉／
☎
252－

７
２

２
０
）

▼
12
日
＝
誰
で
も
参
加
で
き
る「
井
戸

端
読
書
会
」（
午
前
10
時
／
中
央
図
書

館
４
階
／
無
料
／
☎
090－

４
５
７
０－

２
９
５
０
）

▼
14
・
28
日
＝
高
齢
者
障
が
い
者
の

た
め
の
弁
護
士
電
話
法
律
相
談（
午
前

10
時
／
無
料
／
☎
083� －

920－

８
７
３
０
）

▼
16
日
＝
平
日
の
読
書
会「
は
ま
ゆ

う
」（
午
後
１
時
30
分
／
中
央
図
書
館

４
階
／
無
料
／
☎
231－

２
７
６
６
）

▼
毎
週
日
・
水
・
土
曜
日
＝
ふ
れ
あ

い
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室（
午
前
９
時

／
武
久
会
館
／
１
日
500
円
・
半
日
300

円
／
☎
070－

５
０
５
４－

６
２
８
１
）

▼
毎
週
月
・
金
曜
日
＝
ね
ん
り
ん
健

康
麻
雀
を
楽
し
む
会（
午
前
9
時
／
勤

労
福
祉
会
館
／
１
日
600
円
／
☎
090－

８
０
６
７－
２
６
５
４
）

▼
毎
週
木
・
土
曜
日
＝
ス
マ
ホ
・
パ

ソ
コ
ン
教
室（
午
後
１
時
／
川
棚
公
民

館
／
500
円
／
☎
080－

６
３
４
９－

４
６

３
９
）

７
月
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▼
14
・
28
日
＝
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

彦
の
市（
午
前
８
時
～
11
時
／
彦
島
図

書
館
前
広
場
／
☎
090－

９
０
６
２－

１

６
５
４
）

●
掲
載
す
る
内
容
は
、
６
月
17
日
現
在
の
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等
に
よ
り
、
内
容
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
す
る
か
各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
掲
載
記
事
は
市
の
主
催
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
主
催
者

に
内
容
を
確
認
の
上
、
自
身

の
責
任
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

催し 市民の
ひろば

対申し込み不要、当日参加できる催し、掲載希望
月のものに限る。
申掲載希望号の発行35日前までに所定の申込用
紙で提出。

▽次の締め切りは9月号で7月28日（火）。
用紙は広報戦略課、各総合支所に用意。市ホーム
ページから電子申請可。
※応募者多数の場合は抽選

市民のひろば
　　　情報募集！

くじらコラム
下関とくじら②
下関市内の赤間神宮宝物殿で、イルカが登場する
絵図を見ることができます。その絵図は、壇ノ浦
の合戦（1185年・寿永4年）の様子が描かれた安徳
天皇縁起絵図です。このことは、中世の下関でも
イルカが関門海峡にいたことを裏付けるものでも
あります。国際航路で交通の要衝でもある関門海
峡に大型鯨類が入ってくることはほとんどありま
せんが、現在も、海峡沿いに背びれの無い小型の
イルカであるスナメリを見ることができます。※
イルカは、体長がおおむね4メートルより小さな
「くじら」のことを言います
問下関くじら文化振興室
（☎242－0920）

くじらコラム
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